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会議議事録Ｎｏ．

会 議 名 令和７年度第５回地域運営推進会議

開 催 日： 令和８年１月２１日（水）

時 間： １５：００ ～ １６：１５

資 料： ○有 ・ 無

□ 議 長：西岡センター長 書 記：川口
□ 議 事：

１ センター長より挨拶

玉井士長代理が研修のため欠席。代理として荒木副主任が出席している。

最後に複合型施設鳳凰槇島の外部評価を実施するので、会議時間が長くなる可能性もあるが、よろしくお願いします。

２ 鳳凰槇島の取り組み状況について

※ 別添資料参照

・グループホーム利用状況（１１月～１２月） 担当：川口

１）利用状況

１１月は１名の方が退居し、１２月に１名入居があった。

インフルエンザ、コロナウイルスの罹患者はありませんでした。１２月下旬に微熱や咳などの風邪症状が数名

おられましたが、現在は回復されている。引き続き手洗い、うがいの徹底に加え、消毒、換気を実施し、感染予

防に努める。

ＤＸ推進およびペーパーレス化の取り組みとして、施設からのお知らせや広報誌、請求書および領収書の発行、

ならびに介護計画書の同意および交付については、アプリを活用した運用へ段階的に移行する。

なお、アプリのご利用が難しい方は、従来どおり書面での対応を継続する。

２）余暇活動

１１月は外出行事（さすてな京都、京都府立植物園）、外食行事（びっくりドンキー）、文化祭（展示、見学）

を実施し、１２月はおやつ行事（ぜんざい、クリスマスケーキ）、外出行事（コメダ珈琲）を実施した。

さすてな京都、京都府立植物園は寒くない気候だった為、外出を喜んでいただけた。

外食行事については、入居者の皆さんを順番に参加してもらえるようにしている。

３）ヒヤリハット事例一覧

浮舟ユニットで１７件、宿木ユニットで１０件のヒヤリハット事例が報告されている。

４）事故事例一覧

事故事例は合計７件発生し、うち５件は同一の入居者様で、薬が変更となったことで多動の状態が多くなり、

職員も都度対応していたが、事故が連続で発生した事例である。現在、この入居者様は薬の調整で入院中である。

５）研修・勉強会

１１月は身体拘束の排除・高齢者虐待防止に関する研修、１２月は感染症及び災害に係る業務継続計画のため

の研修（感染症）、感染症及び災害に係る業務継続計画のための研修（自然災害）をオンラインにて受講した。



・複合型施設利用状況（９月～１０月） 担当：荒木副主任

１）利用状況

登録人数は、１１月が２５人、１２月が２４人であった。

職員２名がインフルエンザに罹患したが、利用者の罹患はなかった。

令和８年１月より管理者が松野から西岡に変更となっている。今後も関係機関との連携を図り、安定した事業

所運営に努める。

グループホームと同様に、ＤＸ推進およびペーパーレス化の取り組みとして、施設からのお知らせや広報誌、

請求書および領収書の発行、ならびに介護計画書の同意および交付については、アプリを活用した運用へ段階的

に移行する。

なお、アプリのご利用が難しい方は、従来どおり書面での対応を継続する。

２）余暇活動

１１月は壁画制作（きのこ）、外食行事（農園大衆食堂Wisteria Agri）、文化祭（作品展示、見学）、紅葉ド

ライブを実施し、１２月は壁画制作（クリスマスリース）、外出行事（黄桜伏水蔵工場見学）、風呂の日（ゆず湯）、

おやつ行事（プリンアラモード）を実施した。

、外出行事の黄桜伏水蔵工場見学は、昔にお酒に関する仕事をされていた方をお連れし、昔のお話などを聞か

せていただき、とても喜んでおられた。

３）ヒヤリハット事例一覧

ヒヤリハット事例は１３件の事例があった。

４）事故事例一覧

事故事例は３件発生し、うち２件は同様のご利用者の無断離所の事例で、最初は１１月１２日の朝の職員が送

迎や訪問に出ている手薄な時間に発生した。自動ドアを手動に切替、座ってもらう座席を変更することで対応して

いたが、１１月２４日の遅出が１名しかいない時間に、他の利用者対応している少しの時間に再度無断離所が発生

した。再度、再発防止対策を検討し、その後の発生はない。

５）研修・勉強会

１１月は身体拘束の排除・高齢者虐待防止に関する研修、１２月は感染症及び災害に係る業務継続計画のための研修

（感染症）、感染症及び災害に係る業務継続計画のための研修（自然災害）をオンラインにて受講した。

・鳳凰槇島合同 担当：西岡センター長

１）地域行事の様子

１２月８日に複合型施設、１２月１９日にグループホームにおいて、看護職員の指導のもと、ノロウイルス感

染者が嘔吐したという想定で、訓練を実施した。

迅速かつ適切な初動ができるように、防護服の着用や嘔吐物の処理方法等について確認した。

２）合同研修・勉強会

１１月、１２月はなし。

３）身体拘束適正化検討委員会

グループホーム、複合型ともに該当者はなし。

３ その他

１）医療ニーズのある利用者の受け入れについて（複合型）

１月１０日現在：登録利用者２４名の内、主治医より訪問看護指示のある利用者は２３名。

当事業所で受け入れが可能な医療的ケアとは、在宅酸素の管理や、胃瘻処置、ストマ管理、インスリン注射な

どがある。対応できないケースもあるので、何かご不明な点等ありましたら、管理者までお問合せいただきたい。

２）複合型施設鳳凰槇島 外部評価の実施について

今後のスケジュールは以下のとおりである。

本日は、この後、サービス評価を実施し、修正等の意見をいただきたい。

修正した評価結果を次回３月の会議にて再度皆さんに確認していただき、問題ないようであれば、評価結果を

宇治市へ提出することとなる。

１０月 看護小規模多機能型会議にて周知

１１月 自己評価配布

１２月 自己評価決定、決定後 配布

１月 地域運営推進会議 サービス評価実施

３月 地域運営推進会議 最終確認、決定後 宇治市介護保険課へ提出

３）令和７年度 地域密着型サービス事業者等運営指導の結果について

※ 別添資料参照

１１月２６日に宇治市介護保険課による運営指導があり、指摘内容については別紙のとおりである。



複合型施設で１名、グループホームで１名の加算の算定間違いがあった事例については、現在取り下げ依頼を

しており、対象者へ返金させていただく。

４）次年度の地域運営推進会議日程等について

次回は令和８年３月１８日（水）１５時より、なごみりあ槇島集会所にて開催。

議長より、質疑を求めたところ、出席者より以下の発言あり。

【地域住民代表 Ｆ様】

地域密着型サービス事業者等運営指導の結果の中で、「利用者の同意を得なければならないところ、家族の同意を得

ていた」と記載があるが、それではいけないのか。

西岡センター長より

介護計画書の同意は基本的には本人であるが、身体等の状況で本人が同意できない場合は、利用者名を記載し、そ

の後に代筆 家族名を記載する必要がある。

今回の指導では、全員ではないが、家族の署名のみとなっている事例があったためである。

【槇島地域包括支援センター Ａ様】

行事などは本人に希望等を確認して取り組んでおり、ヒヤリハットもたくさん作成されており、とても良い。

【宇治市役所健康長寿部介護保険課 Ｈ様】

職員主導ではなく、希望により行事を実施しているところが良い。

【グループホーム鳳凰槇島入居者 Ｂ様】

特にない。

【グループホーム鳳凰槇島家族 Ｃ様】

毎回、面談の際に細かことまできちんと話してもらっており、特に意見はない。

【グループホーム鳳凰槇島入居者 Ｄ様】

特にない。

【グループホーム鳳凰槇島家族 Ｅ様】

穏やかに過ごしているので、感謝している。

【地域住民代表 Ｆ様】

資料に「何名参加か」「写真撮影した時間」を入れると分かりやすい。

西岡センター長より

次回の資料より入れさせていただく。

【地域住民代表 Ｆ様】

ノロウイルスの訓練はとても重要なことだと思う。

嘔吐物も色を付けて実施すると、思っているより飛び散っていることも分かりやすい。

西岡センター長より

食紅を使用して実施しており、看護師が指導している。

【地域住民代表 Ｇ様】

地域密着型サービス事業者等運営指導の改善報告はしたのか。

西岡センター長より

１月１６日に宇治市へ改善報告書は提出済である。

【地域住民代表 Ｇ様】

ヒヤリハットが多く作成されているが、職員の負担もあるので、たくさん作成しなければいけないものなのか。

西岡センター長より

大きな事故を未然に防止するためには、ヒヤリハット報告とその対策が必要である。

事故は多くの要因が重なり発生することが多いので、ひやりはっとの積み重ねが重要だと考えているので、継続し

て取り組んでいく。

・複合型施設鳳凰槇島 外部評価について

※ 別添資料参照



西岡センター長より、事前に配布した資料（事業所自己評価 別紙３-２）について、説明し意見を聴取した。

会議にて特に修正等の意見についてはなかった。

以上

目 的： 定例開催 － 臨時開催

決定事項：

次回の課題：

次回開催予定日： 令和８年３月１８日（水） １５：００ ～ １６：００

次回開催目的 ：


